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腸 管 運 動 ニ 就 テ ノ 實 驗 的 研 究

          (第2報)

 摘 出腸筋 ニ對 スル温度 ノ影響 ニ就 テ

      岡山醫科大學生理學教室(主 任生沼教授)

        益 澤 博

        [昭和14年1月19日 受稿]

      第1章 緒 論

 摘 出腸 筋 ノ自律 運動 ニ就 テハMagnus, Bayliss-

Starlingヲ 初 メ トシテ多 數 ノ業績 ア リ今 此摘 出腸

筋 ニ及 ボ ス温度 ノ影 響 ニ就 テ考察 スル ニ,僅 ニ筧,

中村 兩 氏 ニ ヨ レバ家 兎 ノ摘 出腸管 ニ就 テ研 究 シ蠕

動數 ト温度 トノ間 ニハ一 定 ノ好 適温 度 ア リ(39.0℃)

尚 ホ又15°―50℃ ノ間ニ於 テ一 定 ノParallelismus

存 在 シ,温 度 ノ上昇 ト共 ニ其 ノ數 ハ増 加 シ,温 度

ノ下 降 ト共 ニ漸次 其 ノ數 ハ減 少 ス.更 ニ嬬 動 ノ強

度 ニ就 テハ上 記好 適 温度 ニ於 テ最 モ著 シク之 ヲ遠

ザ カル ニ從 ツテ其 ノ度 ヲ減 ズル モ ノノ如 シ ト.余

ハ先 ニ第1報 ニ於 テ腸 管 ノ運 動 ニ對 スル腹壁 上 ニ

作用 セ シ メタル温 度 ノ影響 ニ就 テ報 告 セシ ガ,今

茲 ニ摘 出腸筋 ノ運 動 ニ及 ボ ス温度 ノ影 響 ニ就 テ研

究 シ更 ニAcetylcholin其 ノ他2, 3藥 物 ノ作 用 ニ

就 テ,聊 カ比 較檢 討 セシ結 果 ヲ報告 セ ン トス.

 今 文獻 ヲ渉 臘 スル ニAcetylcholinノ 摘 出 小腸

筋 ニ及 ボ ス作 用 ハLohmann, Muller, Waugh-

Young等 ハ何 レ モ 著 シキ腸壁 緊 張 ノ増加 ヲ來 ス

ト言 ヘ リ.特 ニMuller氏 ハ神經 叢 ヲ有 セザ ル腸 壁

標 本 ニ於 テモ尚 ホ緊 張 ノ上 昇 ヲ見 タ リ ト報告 ス.

 次 ニ摘 出小腸筋 ニ及 ボ スAdrenalinノ 影 響 ニ

就 テハ 已 ニMagnus, Waugh-Young,柿 沼教 授

共 ニ抑 制 的 ニ作 用 ス ト報 告 ス.更 ニAtropinノ 小

腸 運動 ニ及 ボ ス影 響 ニ至 リテ ハ 諸説 區 々ニ シ テ

Kenchel, Hagen, Laugley, Magnus等 ハ何 レ

モ腸 ノ運 動 ハ亢 進 サ レル ト報 告 シ反 之Katschヲ

姶 メUnger, Lidth, Jende等 ハ抑 制 的作 用 ア リ

ト反駁 セ リ.又 近時Trendelenburgハ 犬,猫,家

兎 ノ摘 出小 腸管 ニ就 テAtropinヲ 作 用 セ シ メシ

ニ其 ノ結 果 不規則 ニ シテ一 定 ノ成績 ヲ得 ザ リキ.

      第2章 實 驗 方 法

 1) 温 度 ノ變 化 ト シ テ ハ 各 々厚 サ0.3cmノ 硝

子器 中 ニ(0.6% od. 080.9%)リ ンゲ ル氏液 ヲ盛 リ,

各 温度 ニ於 テ常 ニ略 ボ同一温 度 ヲ保 ツ如 ク注 意 シ

ツ ツ且 常 ニ酸 素 ノ供給 ニ留 意 セ リ.

 2) 余ハ 大坪 氏 ニ從 ヒMagnus及 ビGunn,

Underhillノ 實驗 方 法 ヲ ト リ猫 ニ就 テ腸壁 ヲ剥離

シ,輪 状筋 及 ビ縦 走 筋兩 層 ノ小條 片 ヲ作 リ,之 ニ

就 テ温 度 ノ影 響 及 ビ各種 藥物 ノ影 響 ニ依 ル各 腸筋

層條 片 ノ運 動状 態 ヲ 「キ モ グラ フ」 ニ ヨ リ調 ベタ

リ.尚 ホ詳 細ハ 大坪 氏 ノ方 法 ヲ取 レリ.次 ニ上記

運 動描 記 ニ供 セル 各筋肉 層條 片 ハ賓驗 後 直 ニ 「ト

ル イヂ ンブ ラウ」 生 體染 色 ヲ施 シ,以 テ 各筋 肉層

内 ニ於 ケル ア ウエルバ ツハ氏 神經 叢 ノ分 布状 態 ヲ

檢 索 シ又分 離 セル筋 肉 内 ニハ各他 筋繊 維 相互 ノ遺

残 有無 ヲモ嚴 重 ニ檢 セ リ.
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3) 蛙 ニ テ ハ 摘 出腸 片 ヲ懸垂 シ テ描 記 ニ資 セ

リ.蛭 ニテ ハ之 ヲ縦 切片 シテ内臟 及 ビ神經 ヲ擦 挫

スル事 ニ ヨ リ除去 セ ル モ ノ ヲ ト リテ描 記 ニ供 セ

リ.

     第3章 實 驗成績

  第1節 猫 ノ縦走筋條片ノ運動ニ就テ

 猫小腸 ヨリ長サ約2.0cm,幅0.5-0.8cmノ 縦走

筋條片ヲ剥離シテ取出シタモノニ就キ實驗セリ.

第1圖

 第1圓 ニ示 ス 如 ク37例 ノ縦 走筋 條片 ニ就 テ其

ノ運 動 ニ及 ボ ス温 度 ノ影 響,更 ニ 「アセチ ール ヒ

ヨ リン」 ノ作 用 ヲシ ラベ シニ其 ノ結 果次 ノ如 キ事

實 ヲ認 メタ リ.

 1) 温 度 ヲ高 メル ニ ツレ筋 條 片ハ弛 緩 シ且 緊筋

モ低 下 ス,且 大 體35.5℃ ニテハ之 ニ續 イテ周期 的

運動 ヲ惹 起 ス(A氏 神 經叢 ナ キ縦走 筋 或 ハ剥離 ノ

手技 拙 キ時 ニ テハ 見 ラ レズ,若 シ之等 ニ充 分注 意

スル時ハ 摘 出後55時 間 ヲ經 シモ ノ ニ テ モ尚 ホ之

ヲ見 タ リ).

 2) 次 ニ温 度 ヲ下 ゲ テ行 ク時 ハ筋 條 片ハ收 縮 シ

且 筋 緊張 ハ増 加 ス.

 3) 等温 ノ「アセ チ ール コ リ ン」(10萬 倍,1萬

倍,1千 倍)ヲ 作 用 セ シム ル時 ハ更 ニ該 條片 ノ著

明 ナ ル收縮 及 ビ之 ニ續 行 スル周 期的 運動 ヲ惹 起 シ

且筋 緊 張 モ亦増 進 スル ヲ見 ル.

   第2節 猫 ノ輪状筋 條 片 ノ運 動 ニ就 テ

 猫 小腸 ヨリ長 サ約2.0cm,幅0.5cmノ 輪 状 筋條

片 ヲ剥離 シ タル モ ノ ニ就 キ行 ヘ リ.

 35例 ノ輪状 筋條 片 ニ就 テ行 ヒシ實驗 的事 實 ヨ リ

次 ノ如 ク結論 シ得.

 1) 摘 出直 後乃 至4時 間後 ノ輪 状筋 條片 ニア リ

テ ハ温度 ヲ上 ゲル 時 ハ明 カニ筋 肉 ハ弛 緩 シ,且 筋

緊 張 モ低 下 ス(第2,a圖 參 照).

 之 ハ時 間 ヲ經過 スル ニツ レ其 ノ度 ヲ減 ジテ來 ル

即 チ30時 間以上 ヲ經 過 セ シモ ノ ニテハ 僅 ニ12例

中7例 ニ於 テ筋肉 ノ弛 緩,筋 緊 張 ノ低 下 ヲ認 メ シ

モ,55時 間 ヲ經 過 セ シモ ノ ニテハ殆 ド全 ク認 メ得

ザ リキ.

 唯20例 中3例 ニ於 テ 第2,a)圖 ニ示 ス如 ク輕

度 ナガ ラ温 度 上昇 ニ ヨル筋 肉 ノ弛緩,筋 緊張 ノ減

弱 ヲ認 メシ ノ ミナ リキ.

第2圖
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 2) 抽 出直 後 ノ輪 状筋條 片 ニテハ温度 ノ低 下 ニ

依 リ明瞭 ニ筋 肉 ノ收縮 筋緊 張 ノ増 加 ヲ見 タ リ(第

2,a)圖 參 照).サ 〓 ド第2c)圖 ニ於 テ見 ラル ル如

ク24時 間 以上 ヲ經 過 セ シモ ノ ニ テ ハ稍 々不 明瞭

トナ リ,30時 間以 上 ヲ經過 セ シモ ノニテ ハ之 ヲ認

メ得 ザ リキ(第2b)圖 參照).

 3) 等 温 ノ「アセ チー ル.ヒ ヨ リン」ヲ作用 セ シ

メル時 ハ摘 出 直後 及 ビ4時 間後 ノモ ノニア リテハ

輕微 ナ レド.一 定時 間 ヲ經 テ收縮 ヲ來 シ且筋 緊張

ノ増加 ヲ見 ル事 第2a)圖 ノ如 シ.

 而 シテ之 モ亦 時 間 ヲ經過 スル ニツ レテ其 ノ度 ヲ

減 ジ,24時 間 後 ニハ唯 一過 性 ニ認 メ得 ル ノ ミ トナ

リ(第2c)圖 參照).30時 間 以上 ヲ經過 セ シ モ ノ

ニテハ殆 ド全 ク之 ヲ認 メズ.即 チ13例 中僅 カ2例

ニ於 テ之 ヲ認 メ シノ ミナ リキ.55時 間 ヲ經過 セ シ

モ ノニテハ全 然之 ヲ認 メ得 ザ ル事 第2b圖 ニ示 ス

如 シ.

 4) 18℃ 乃至36℃ ノ間ノ温度ノ變化ニ依 リテ

縦 走筋條 片 ニテハ認 メシ如 キ周期 的運動 何 レノ場

合 ニモ認 メ得ザ リキ(第2ab)c)圖 參 照).

   第3節 縦 走筋 及 ビ輪 状筋 各條 片 ノ顯微 鏡

       學 的所 見

 1) 縦 走筋 ニテハ第1節 ニ ノベ シ如キ 實驗 終 了

後 直 チ ニ0.029% Toluidinblau液 ニ入 レ15時

間後檢 鏡 セ シニA氏 神經 叢 ノ存在 ヲ證 明 シ得 タ リ

(大 坪 氏 論文 附 圖參照).

 2) 輪 状筋 ニテモ上 記方 法 ヲ行 ヒシ ガA氏 神 經

叢 ハ全 ク存 在セ ズ.

 3) 縦 走筋 及 ビ輪 状筋 各條 片共摘 出直後 ニテハ

筋 肉 繊維 ハ染 色 セズ.A氏 神經 叢 ノ ミ染色 セ ラル

ルモ時間 ヲ經 過 スル ニツ レテ各筋 肉繊 維 ハTolui-

dinblauニ ヨ リ染 ツテ クル.

   第4節 蛙 ノ摘 出腸 管 ノ運 動 ニ就 テ

 蛙 ノ直 腸 ヨ リ取 リシ腸管 ニ就 テ(長 サ約2cm)

其 ノ運 動 ニ及 ボ ス温度 ノ影 響 竝 ニ此 際 ニ於 ケ ル

Atropin, Adrenalinノ 作 用 ニ就 テ賓 驗 セ シ ニ次

ノ如 キ結果 ヲ得 タ リ.

 1) 温 度 ヲ上 ゲ ル時ハ腸 筋 ハ弛 緩 シ且筋 緊張 モ

低 下 ス.尚 ホ21.5℃ 以上 ノ温 度 ニ テハ相當 著 明 ナ

ル 周期性 ノ運動 ヲ惹 起 スル ヲ ミル(第3圖 參照).

第3圖

2) 0.2% Atroyin 5分 乃至20分 作 用後 ノ温 度

ノ影 響 トシテハ大 體 ニ於 テAtropinノ 作 用時 間

ノ長 サ ニ應 ジテ段 々温度 ノ影 響 ニ ヨル周 期性 運 動

ノ出現 ハ低 減 スル ヲ見 ル(第4a)b)圖 參照).

第4圖

3) 0.1% Adrenalin 30秒,1分,2分 作 用後 ノ

温度 ノ影 響 ハ何 レモ温度 ヲ上 ゲル ニツ シテ筋 肉 ハ

弛 緩 シ,筋 緊 張 モ低 下 スル ガ何 レノ場 合 ニモ温 度

ノ 影響 ニヨ ル運動 ノ出 現 ハ見 ラ レズ.又 温度 ヲ下
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ゲル時 第5a)圖 ニ見 ラル ル如 ク筋 肉ハ收 縮 シ筋

緊 張 モ増 加 スル ガ,第5b)圖 ニ於 テハ 之 ガ一過

性 ニ起 ル ヲ見 ル.而 シテ之 等 ノ場 合 ニモ 又何等 周

期 性 ノ運動 ハ起 ラザ リキ.

第5圖

 4) 摘 出直後 ノ蛙 直腸 管 ニ就 テ森 氏 ノ方法 ニ從

ヒ1% Nicotinニ5分 或 ハ10分 間浸 漬 シ次 デ0.02

%「 トル イヂ ンブ ラウ溶 液」ニテ染 色 シ一部 ハ顯微

鏡 標本 トシテ檢 シ他 ハ實 驗 ニ供 セ リ.實 驗 ノ結 果

トシ テハ第6a)b)圖 ニ示 ス如 ク兩 者何 レモ温度

ニ ヨル影響 ハ經 度 ニシテ前 者 ニ テハ28例 中12例

ニ於 テ30.5°―35.5℃ ノ間 ノ温 度 ニ ヨ リ經微 ナ運 動

ヲ惹起 スル ヲ認 メシモ後 者 ニテハ20例 中僅 カ3例

ニ於 テ一 層輕 微 ナル 運動 ヲ惹 起 スル ヲ見 タル ノ ミ

ナ リキ.猶 ホ 兩者共 百萬 倍「アセ チ ル ヒ ヨリ ン」ニ

ヨ リテハ 餘 リ著 シキ影 響 ヲ認 メズ.唯 輕微 ナル運

動 ヲ辛 ウジテ見得 タ リ.

 他方 檢鏡 ニ ヨ リテハ其 ノ精 細 ニ亙 リテハ 不明 瞭

ナル モ神 經 細胞 及 ビ同繊 維 ハ カ スカ ニ染 マ リ,筋

繊 維 ハ殆 ド染 マ ラザル ヲ認 ム.之 ハ前者 ヨ リモ後

者 ニ於 テ(即 チNicotinヲ10分 間 作用 セ シメ シ方

ニ於 テ)一 層 著明 ナ リ.即 チ麻 酔 乃至死 滅 セ ル神

經 組 織 ハ ソ レニ應 ジテ染色 セ ラルル モ健全 ナ ル筋

繊 維 ハ殆 ド染 マ ラザ ル ナ リ.

第6圖

   第5節 水蛭 筋 ノ運 動 ニ就 テ

 水 蛭 ヲ ヲ縦 切 シ「スバー テ ル」ヲ用 ヒテ之 ヲ擦挫

スル事 ニ ヨ リ,神經 内臟 其 ノ他 ヲ除去 シ約2cmノ

長 サ ノ背 部筋 肉 片 ヲ取 リテ實 驗 ニ供 セ リ.約40例

ニ就 テ行 ヒ シ實 驗 事 實 ヨ リ次 ノ結 論 ヲ得.

 1) 温度 ヲ上 ゲル時 ハ水 蛭筋 ハ弛 緩 シ且筋 緊 張

モ低 下 ス.反 之温度 ヲ下 ゲル時 ハ収 縮 ヲ起 シ且筋

緊張 モ増加 スル ト共 ニ著明ナ ル周 期性運 動 ヲ惹起

ス(第7圖 參 照).

 2) 0.01% Adrenalin 1分 間 作 用後 ノモ ノ及 ビ

第7圖
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0.01% Adrenalin 1分 間作 用後次 デ0.2% Atropin

15分 間作 用 セ シ メタ後 ノモ ノ ニテハ何 レモ認 ム ベ

キ温 度 ノ影 響 ナ シ(第8圖 參 照).

第8圖

     第4章 考 按及 ビ總括

 上述ノ猫,蛙 及ビ蛭ノ實驗ニ於テ見ラルル如ク

健康 ナル腸 筋 ニ於 テハ温 度上 昇 ノ時 ハ弛 緩 シ下降

ノ時 ハ收縮 シ,夫 レニ應 ジテ筋 緊張 モ亦増 減 セ リ.

尚 此 際Adrenalin, Atropin等 ヲ作 用 セ シムル モ

此 收縮 弛緩 ハ依 然 トシテ存 在 シ時 ヲ經 過 スル ニツ

レ筋 肉 ガ衰 弱 スル ニ應 ジテ其 ノ度 ヲ減 ズル事 實 ヨ

リ此 温度 ノ影 響 ニ ヨル收縮 弛 緩 ハ所 謂"Myogen"

ノモ ノ ト解 サル ベ シ.

 次 ニ猫 小腸 縦走 筋條 片 ノA氏 神經 叢健 在 スモ ノ

ニ在 リテハ温 度 ノ影響 ニ ヨ リ周期的 運動 ヲ起 ス ヲ

見 ル.又 同様 ノ事 實 ハ蛙 大腸筋,水 蛭筋 ニア リテ

モ見 ラ レル所 ナル モ,他 方 猫小 腸輪 状筋 ノ場 合,

蛙 ニテAdrenalin, Atropinヲ 作用 セ シ時更 ニ水

蛭 ニテAdrenalin; Adrenalin+Atropinヲ 作用

セ シ場 合等 ニテハ何 等 温度 ノ影 響 ニ ヨ リテ此 種運

動 ヲ惹起 セ ズ.之 ニ ヨリ温度 ノ影 響 ニ ヨリ起 ル周

期性 運動 ハA氏 神經 叢 ノ健在 ヲ要 シ,且Adrenalin,

Atropin(特 ニAdrenalinニ ヨリ)ニ ヨリ減弱 サ

レル事實 ヲ見 タ リ.

 今Acetylcholinノ 作 用 ニ就 テ考察 スル ニ,猫

小 腸 縦走 筋 ニ テハ第2圖 ニ見 ル如 クAcetylcholin

ニ ヨ リ著 明 ナ ル運 動 ヲ起 ス モ,輸 状筋 ニテハ摘 出

後 問 モナ キ時 ハ輕 度 ニ筋 緊張 ヲマ ス ノ ミニ シ テ

(而 モ之 ハ摘 出直後 其 ノ興 奮 性 ノ昂進 セ ル 爲 メ ト

考 ヘ ラ レル ガ)運 動 ハ發現 セザル ナ リ.之 ハ恰 モ

温 度 ノ影響 ニ ヨ リテ縦 走筋 ニテハ運 動 ヲオ コ スモ

輪 状筋 ニテ ハ起 ラザ ル有様 ト酷 似 スル ヲ知 レ リ,

 尚 ホ蛙 ノ實 驗 ニ見 ラ レル如 ク森 氏ニ從 ヒNicotin

ニ ヨリ神經 ヲ麻醉 或 ハ死滅 サ ス時 ハ温度 ノ影 響 ニ

ヨ リ運動 ハ起 リニ ク クナ リ此 時Acetylcholinヲ

作 用 サ スモ 同様 ニ運動 ハ起 リニ クク ナル ヲ認 ム.

即チ温 度 ノ影響 ニ ヨ リ腸 筋 ニ起 ル周 期性 運動 ハ神

經 性 ノモノ ニシ テAcetylcholinノ 作 用 ニ ヨ リ腸

筋 ニ起 ル運 動 ト略 ボ似 タ リ.

      第5章 結 論

 第1報 ニ於 テ腹壁 ニ温度 ノ變化 ヲ貼 用 スル時 ハ

腸 ノ運 動 ヲ惹起 促進 シ且之 ハ神經 性 ニシテ脊 髓 ヲ

通 ル反射 ニ ヨリ起 ル モ ノナル ヲ知 レ リ.今 本 第2

報 ニ述 ベシ如 ク摘 出腸 管 ニ對 スル温度 ノ影響 ヲ見

ル ニ此際 腸管 ニ惹 起 スル運動 ハ是 レ又神 經性 ニシ

テAcetylcholinノ 作 用 ニ ヨ リテ腸筋 ニ起 ル運 動

ト略相 似 タル ヲ知 ル.

 即 チ以上 ニ ヨ リ腸 管 ニ對 スル温 度 ノ影響 ハ神 經

性 ニ脊 髓 ヲ通 ル反射 作 用 ニ ヨ リAcetylcholinト

其 ノ作 用相 似 タル モ ノニ ヨ リテ腸 運動 ヲ惹 起 セ シ

ムル ナ リ.而 シテ皮 膚 ノ知覺 神經 ハ之 ニ對 シ抑 制

的 ニ働 ク事 ハ 巳 ニ第1報 ニ述 ベシ如 シ,

  擱筆 スル ニ臨 ミ終 始御 懇 篤 ナ ル御 指 導 ト御

 校 閲 ヲ賜 リ々ル恩 師 生沼教 授 ニ深謝 ス.

 (本論文ノ要旨ハ於熊本昭和14年4月 第18

 囘 日本生理學會ニ發表セリ)
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   Aus dem Physiologischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama

                 (Vorstand: Prof. Dr. S. Oinuma).

        Beitrage zur Physiologie der Darmbewegung.

                     (II. Mitteilung.)

Der Temperatureffekt auf die exstirpierten Darmmuskelaturen.

                           Von

                     Hirosi Masuzawa.

                Eingegangen. am 19. Januar 1939.

    Der Versuch ist wie folgend:

    1) Bei der Katze wurde der Darmmuskel in Ring- und Langsschicht abprapariert,
und darauf die Einflusse der Temperatur und einiger Arzneimittel untersucht. Nachher

fugte man diese Muskelschicht zur Untersuchung der Verteilung des Auerbachschen

Plexus mit Toluidinblau.

    2) Beim Frosche wurde die Bewegung exzidierten Darmmuskels mittelst Suspen-
sionsmethode auf Kimographion registriert.

    3) Beim Blutegel wurde die Bewegung des Dorsalmuskels auf Kymographion auf-

gezeichnet.

    Daraus kann man folgende Resultate konstatieren:

    1) Frisch herauspraparierte Darmechlinge zeigt Erschlaffung bzw. Verkurzung, je
nachdem die Temperatur erhoht oder sinkt. Diese Reaktion nimmt mit fortschreitender

Ermudung ab, und wird durch Atropin oder Adrenalin nicht beeinflusst. Diese Tatsache

weist hin, dass die Bewegung myogen ist.
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   2) Das Langsmuskelstuck der Katze, in welchem der Auerbachscher Plexus intakt
bleibt, zeigt durch die Temperaturerhohung eine rythmische Bewegung. Dieselbe

Erscheinung tritt auch beim Froschrektum und Blutegelmuskel auf, dagegen nicht beim

Ringdarmmuskel der Katze und beim mit Adrenalin behandelten Froschrektum, sowie

auch beim mit Adrenalin oder Adrenalin-Atropin behandelten Blutegelmuskel.

   3) Die Wirkung des Acetylcholins auf Rings- und Langsmuskel des Katzedarmes
ahnelt sich mit der Temperaturwirkung.

   4) Die Narkotisierung oder A btotung des Nerven mit Nicotin erschwert das Auf-
treten der rythmischen Bewegung des Froschrektum durch Temperatur- oder Aoetyl-

cholineinwirkung.

   Aus den obigen Tatsachen kann man schliessen, dass dar Einfluss der Temperatur auf
den Darmmuskel in im Ruckenmark abspielendem nervosem Reflexmechanismus liegt.

                                                           (Autoreferat)
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